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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　

毎
年
恒
例
の
近
隣
ジ
オ
パ
ー
ク
の
視

察
で
、
今
年
は
、
立
山
黒
部
ジ
オ
パ
ー

ク
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
立
山
黒
部
ジ

オ
パ
ー
ク
は
、
2
0
1
4
年
に
認
定
さ

れ
た
富
山
県
の
東
側
に
位
置
す
る
富
山

市
・
立
山
町
・
上
市
町
・
滑
川
市
・
魚

津
市
・
黒
部
市
・
入
善
町
・
朝
日
町
を

エ
リ
ア
と
す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
今

回
は
、
立
山
町
と
上
市
町
に
あ
る
立
山

の
裾
野
の
辺
り
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
中
心

に
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

立
山
は
、
日
本
の
飛
騨
山
脈
（
北
ア

ル
プ
ス
）
北
部
に
位
置
し
、
雄お

山や
ま

、
大お

お

汝な
ん
じ

山や
ま

、
富ふ

士じ

ノの

折お
り

立た
て

の
3
つ
の
峰
の

総
称
で
す
。
立
山
は
活
火
山
で
す
が
、

厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
3
峰
は
火
山
で

は
な
い
の
で
、
混
同
を
避
け
る
た
め
溶

岩
台
地
で
あ
る
弥み

陀だ

ヶが

原は
ら

台
地
（
標
高

1
6
0
0
〜
2
0
0
0
m
）
の
名
前

を
と
っ
て
弥
陀
ヶ
原
火
山
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ

パ
ー
ク
で
は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
の

ゲ
レ
ン
デ
の
芳
野
ヶ
原
台
地
が
同
じ
溶

岩
台
地
で
す
。

　

立
山
の
火
山
活
動
は
約
22
万
年
前
に

始
ま
り
、
現
在
で
も
地
獄
谷
周
辺
で
活

発
な
噴
気
活
動
が
あ
り
ま
す
。
立
山
も

富
士
山
や
白
山
と
並
び
、
信
仰
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
拠
点
の
一
つ
が

山
麓
の
芦あ

し

峅く
ら

寺じ

周
辺
で
す
。
こ
の
芦
峅

寺
に
は
立
山
博
物
館
展
示
館
が
あ
り
、

立
山
周
辺
の
自
然
や
大
地
の
成
り
立

ち
、
立
山
信
仰
に
関
す
る
展
示
が
豊
富

で
、
こ
の
エ
リ
ア
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

弥
陀
ヶ
原
台
地
か
ら
称

し
ょ
う

名
み
ょ
う

川が
わ

が
流
れ
落
ち
る
滝
が
、
落

差
日
本
一
を
誇
る
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

滝だ
き

（
3
5
0
m
）
で
す
。
称
名
滝

の
展
望
台
は
滝
壺
か
ら
約

1
0
0
m
離
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
豊
富
な
水
量
の
た
め
、
ま
る
で

雨
の
よ
う
な
水
し
ぶ
き
が
辺
り
を
覆
っ

て
お
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
光
景
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
称
名
川
の

両
側
の
切
り
立
っ
た
崖
に
は
、
見
事
な

柱
状
節
理
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
崖
は
称

名
滝
や
称
名
川
が
少
し
ず
つ
台
地
を

削
っ
て
で
き
た
地
形
で
す
。

　

一
方
で
、
も
と
も
と
こ
の
谷
を
埋
め

て
い
た
岩
石
は
、
流
れ
に
よ
っ
て
細
か

く
砕
か
れ
て
石
や
砂
、
泥
と
し
て
運
ば

れ
、
谷
を
出
た
と
こ
ろ
で
堆
積
し
、
現

在
の
富
山
平
野
の
一
部
で
あ
る
常
願
寺

川
扇
状
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の

平
野
で
、
人
々
は
田
畑
を
耕
し
、
作
物

を
得
て
い
ま
す
。
人
々
の
生
活
の
背
景

に
あ
る
、
大
地
と
水
の
相
互
作
用
を
感

じ
ら
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
ぜ
ひ
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役

所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
２
６

－第38回－　立山黒部ジオパークに行ってきました－第38回－　立山黒部ジオパークに行ってきました

暑い夏には涼しげな一杯暑い夏には涼しげな一杯
雪室そば提供店舗ご紹介

7月12日㈮～
問ジオパークまちづくり課
　（市役所2階）☎88 ｰ 8126

　

勝
山
市
雪
室
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会
議
（
旧
勝
山

市
雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
協
議
会
）
に

加
盟
し
て
い
る
店
舗
で
、
雪
室
で
貯
蔵
し
た
そ

ば
の
実
を
使
っ
た
「
雪
室
そ
ば
」
の
提
供
が
始

ま
り
ま
す
。新
そ
ば
の
味
わ
い
を
そ
の
ま
ま
に
、

雪
室
で
寝
か
せ
た
そ
ば
を
ぜ
ひ
と
も
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
店
舗
の
雪
室
そ
ば
粉
が
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

手打ちそば　どうせき
（元町 1）☎ 88 ｰ 0667

福彩り食堂　のむら屋
（元町 2）☎ 88 ｰ 1392

やく志屋
（沢町 2）☎ 88 ｰ 0521

食庵 おり田
（毛屋町）☎ 87 ｰ 3737

勝食
（郡町 1）☎ 88 ｰ 0519

めん工房　きふね
（旭町 2）☎ 87 ｰ 2788

手打ちそば　八助
（栄町 1）☎ 88 ｰ 0516

おいしい、ちよ鶴
（本町 2）☎ 87 ｰ 2250

（左）称名滝（右）雪解け時
期限定ハンノキ滝
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６月議会
　

６
月
定
例
市
議
会
が
５
月
28
日

〜
６
月
14
日
の
18
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の

中
で
、「
10
連
休
中
、
長
尾
山
総

合
公
園
は
大
変
な
賑
わ
い
と
な

り
、
多
く
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

一
方
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を

実
施
し
た
が
、
交
通
渋
滞
が
発
生

し
た
。
来
春
、
道
の
駅
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
動
態
を
把

握
し
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
や

新
た
な
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
な
ど

に
よ
る
渋
滞
緩
和
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
遺
産
の
認
定
に
つ
い

て
、関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、

一
乗
谷
と
平
泉
寺
を
結
ぶ
安あ

波ば

賀か

街
道
を
復
活
さ
せ
た
い
と
話
し
ま

し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
各
地
区
の

自
主
活
動
に
か
か
る
施
設
整
備
な

ど
に
対
す
る
助
成
、
市
民
会
館
・

教
育
会
館
の
設
備
改
修
工
事
、
農

業
関
係
設
備
の
整
備
・
導
入
に
対

す
る
助
成
、
特
定
空
家
対
策
の
実

施
な
ど
、
一
般
会
計
に
９
２
３
８

万
２
千
円
を
増
額
し
、
総
額
は
１

１
９
億
３
６
３
８
万
２
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

◆
条
例

　

勝
山
市
道
の
駅
「
恐
竜
渓
谷
か

つ
や
ま
」
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
勝
山
市
介
護
保
険
条
例
、

勝
山
市
水
道
水
源
保
護
条
例
が
一

部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

　

勝
山
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
７
議
案
が
可
決
、
３

議
案
が
承
認
さ
れ
、
陳
情
２
件
の

う
ち
１
件
が
採
択
、
１
件
が
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

「
地
下
水
」
は
市
民
み
ん
な
の
大
切
な
財
産

「
井
戸
」の
届
出
制
度
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
お
知
ら
せ

勝
山
市
の
水
道
水
は

「
地
下
水
」
が
水
源

　

勝
山
市
の
豊
か
で
き
れ
い
な
地

下
水
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
み
な

ら
ず
、
繊
維
産
業
な
ど
の
生
産
活

動
も
支
え
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
使
用
し
て
い
る
水
道
水
の
ほ
と

ん
ど
は
、
こ
の
地
下
水
を
水
源
と

し
て
い
ま
す
。
地
下
水
は
河
川
水

に
比
べ
て
水
質
が
良
い
た
め
、
飲

料
水
に
す
る
コ
ス
ト（
消
毒
な
ど
）

が
少
な
く
済
み
ま
す
。
全
国
の
水

道
水
量
の
う
ち
、
地
下
水
を
水
源

と
し
て
い
る
も
の
は
２
割
程
度
な

の
で
、
勝
山
市
の
上
水
道
は
大
変

恵
ま
れ
た
条
件
に
あ
り
ま
す
。

水
道
水
源
保
護
審
議
会
の
設
置

　

勝
山
市
で
は
、
昨
冬
（
平
成
30

年
１
月
〜
２
月
）
の
記
録
的
な
大

雪
・
寒
波
に
よ
り
、
市
内
の
一
部

地
域
で
は
長
期
間
、
給
水
制
限
を

行
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
市
は
昨
年
９
月
、
勝
山

市
水
道
水
源
保
護
審
議
会
を
設
置

し
、
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
と

地
下
水
資
源
の
保
全
の
た
め
の
有

効
な
方
策
に
つ
い
て
審
議
を
続
け

て
い
ま
す
。

届
出
の
お
願
い
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
の
地
下

水
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
た
め

に
、
今
年
６
月
に
勝
山
市
水
道
水

源
保
護
条
例
を
改
正
し
、
基
準
を

超
え
る
大
き
さ
の
ポ
ン
プ
を
使
っ

た
井
戸
に
つ
い
て
は
「
届
出
」
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
併
せ
て
、
井
戸
に
よ
る
地
下

水
利
用
に
関
す
る
「
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
限

り
あ
る
資
源
で
あ
る
地
下
水
の
大

切
さ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え

て
い
た
だ
き
、
届
出
書
の
提
出
お

よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
届
出
書
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、８
月
上
旬
に
市
内
全
戸（
ア

パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
除
く
）

に
区
長
を
通
じ
て
配
布
、
各
事

業
所
な
ど
に
は
郵
送
し
ま
す

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

「
届
出
」
が
必
要
な
井
戸

　

吐
出
口
の
大
き
さ
（
口
径

（
内
径
））
が
40
㎜
を
超
え
る

ポ
ン
プ
を
使
っ
て
い
る
井
戸

（
同
敷
地
内
に
２
つ
以
上
あ
る

場
合
は
そ
の
合
計
）

水道水が届くまで（勝山市）

家庭や
事業所等へ

配水池調整池

消毒

地下水


